
超電導リニア技術開発の経緯

●経緯

技術開発の目標

高 速 性 ： 営業最高速度500km/h（実験線最高速度550km/h以上）
輸送能力・定時性 ： ピーク時間当たり１万人程度（片道）
経 済 性 ： 採算性を踏まえたシステムの経済性を確立

技術開発の枠組み

超電導磁気浮上式鉄道に係る技術開発の円滑な推進について
（Ｈ２ 運輸大臣通達→鉄道総研、ＪＲ東海、鉄道公団）

技術開発の基本計画
（大臣承認）

山梨実験線の建設計画
（大臣承認）

鉄道総研

鉄道総研・ＪＲ東海・鉄道公団
山梨実験線（先行区間）で走行試験を開始（Ｈ９．４～）

実用技術評価委員会の提言（Ｈ１７．３）

・ 実用化の基盤技術が確立したと評価

・ 今後の課題

①更なる長期耐久性の検証

②メンテナンスを含めた更なるコスト低減

③営業線適用に向けた設備仕様の検討

・ 平成１７年度以降、概ね５年間、先行区間で

の走行試験を継続

・ 山梨実験線全線を実用レベル仕様による走

行試験のために建設

実用技術評価委員会の評価取りまとめ（Ｈ２１．７）

・ 超高速大量輸送システムとして運用面も含めた実用化の技術の確立の見通しが得られており、営業線に

必要となる技術が網羅的、体系的に整備され、今後詳細な営業線仕様及び技術基準等の策定を具体的

に進めることが可能となったと評価

・ 今後の課題

①更なるコスト低減等に有効な開発（高温超電導

磁石等）を継続し、より良い営業線仕様に向けて

レベルアップしていくための技術開発を継続する。

②詳細な営業線仕様、技術基準、運営マニュ

アル等の策定を具体的に進める。

・ 平成２５年８月末より、山梨実験線全線にて、

車両や推進コイル等について実用化仕様を

最終検証するための走行試験を実施

他の交通機関に対して一定の競争力を有する超高速大量輸送システムとして

実用化の技術を確立することを目指す。
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